
自己評価（令和７年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用

いて自己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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・展示会の定期開催は、魅せる化として継続的に取り組むためには必要であっ

た。今後はさらに子どもたちの育ちを意識して取り組んでいきたい。 

・子どもたちの育ちの見通しの課題から園内研修を開催でき、今後につながりに

していきたい。 

・アトリエの環境も充実することから、園庭も含めた自園の特色となるようにし

ていきたい。 

・地域への関わりも充実していき、園での取り組みも報告できる場が増えてきた

ので、継続していき、自園の役割を探り、把握しておく。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

自己決定と選択の尊

重 

 子どもの観察を行い、職員間の意見を交わしながら、環境を

整えていく 

環境問題への配慮 SDGｓについて職員間で情報交換する場を設け、日常の活動に

つながる意識を高める 

実習に対する丁寧な

対応 

積極的な実習生の受け入れと、受け入れる際の丁寧な関わりを

していく 

 

 


